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研究成果の概要（和文）：本研究はアートマネジメント教育に係る国際組織を主な対象として調査を行い、国際
的な動向を把握するとともに、国内外のアートマネジメント教育に関する情報収集と課題の分析にもとづき、日
本のアートマネジメント人材の育成方策を検証することを目的とする。調査の結果、グローバル化の進展に伴
い、アートマネジメント教育の分野においても北米、欧州、アジアの各地域をまたぐ組織間ネットワークが拡大
傾向にあることを把握した。これらの国際組織の活動に関する国内の先行研究は少なく、本研究において実態を
明らかにしたことにより、アートマネジメント教育者を支援する仕組みやカリキュラムのあり方について重要な
示唆を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：This research aims to consider the human resource development of Japanese 
arts managers. Based on a survey targeting international organizations for the education of arts 
management (ex. AAAE, ENCATC, etc.), we analyzed the trends and issues related to arts management 
education at home and abroad. We also translated the curriculum standards compiled by AAAE for the 
first time in Japan and published the booklet“The Translation of AAAE’s Standards for Arts 
Administration Undergraduate Curricula”(2019).
As a result of the survey, we found that the network of organizations across the regions of North 
America, Europe, and Asia is expanding in the field of arts management education with the progress 
of globalization.
There are few preceding studies in Japan on the activities of these international organizations. In 
this study, we were able to obtain important suggestions about the standards for curriculum of arts 
management education and the system for supporting arts management educators. 

研究分野：アートマネジメント
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研究成果の学術的意義や社会的意義
調査対象組織のひとつ、Association of Arts Administration Educators（以下AAAE）が編纂した最新の学部レ
ベルのカリキュラムスタンダードを日本で初めて翻訳し、これを所収した冊子「AAAEのカリキュラムスタンダー
ド」を発行した（2019年）。これを踏まえてフォーラム「アートマネジメント教育の国際的動向-AAAEの活動と
カリキュラムスタンダードを中心に-」を開催した（2019年）。以上の成果はアートマネジメント教育の国際的
な動向を把握するうえで重要なエビデンスを示しており、国内のアートマネジメント教育の客観的な検証にも資
するものとして重要な意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
	
 アートマネジメント教育は、日本では 1990 年代に本格的に大学の授業科目ないし学科とし
て導入された。以来 20 年余が経過し、国においても大学等における人材育成が期待されてい
る中、あらためてアートマネジメント人材の育成方策を客観的に検証するべき時期に来ている。
一方、国際的にはアートマネジメント分野の教育及び研究を促進することをミッションとする
組織が相次いで設立され、ネットワークが広がりつつある。翻って日本では、このような国際
組織との連携構築は未成熟であり、一部の大学や研究者の個別参加に留まる。国際的な動向を
注視する必要があるにも関わらず、国内の先行研究では上述のような国際組織の活動等に関す
る最新の情報ないし詳細な実態把握が行われていない。 
	
 研究代表者は博士学位論文「文化施設における人材の育成方策についての研究−組織論的な面
からみた音楽ホールの果たす諸機能を支える専門的な人材の育成」（東京藝術大学、2010年）
において、劇場・ホール等で必要とされる運営を担う人材の育成方策について研究した。同時
期に国においてアートマネジメント人材の育成方策が課題とされたことから、これに関する資
料等をフォローアップするとともに、昭和音楽大学音楽芸術運営学科アートマネジメントコー
スの教員を務めていた。また、研究分担者は同大学アートマネジメントコースにおいて教員を
務めるとともに、同大学における 2000-2001年度共同研究「アートマネジメント教育と人材養
成に関する研究」への従事を始めとして、国内外のアートマネジメント教育に関する情報収集・
研究を行い、最近の研究成果として「AAAE（アートアドミニストレーション教育者連盟）と
アートマネジメント教育のカリキュラムスタンダード」（昭和音楽大学『音楽芸術運営研究』第
8号、2015年、pp.27-34）を発表している。このことから、研究代表者、研究分担者の先行研
究を発展させ、アートマネジメント教育の国際的な動向について包括的かつ詳細に調査を行う
ことが必要と考え、本研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
上述のように、アートマネジメント教育に関する国内の研究において、とりわけ不足している
のが国際的な動向に関する調査である。すでに、高等教育機関等が加盟するアートマネジメン
ト教育に係る国際的な組織が相次いで設立されており、米国を拠点とする Association of Arts 
Administration Educators（略称：AAAE）、ベルギーを拠点とする European network on 
cultural management and policy（通称：ENCATC）、シンガポールを拠点とする Asia-Pacific 
Network for Cultural Education & Research（略称：ANCER）等が挙げられる。本研究はこ
れらの国際組織を主たる対象とし、活動の目的、活動実態、組織構成等を調査し、国際的な動
向を把握するとともに、国内外のアートマネジメント教育及び人材育成に関する情報収集及び
課題の分析を行い、高等教育機関を中心とする音楽系アートマネジメント人材の育成方策を検
証することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
本研究は研究代表者・研究分担者計 2名により、次のような方法で進めた。まず、①アートマ
ネジメント教育に係る国際組織の実態を把握するため、文献調査、現地における会議等への参
加（参与観察）、インタビュー調査を実施した。これによって得た資料のうち、AAAE が編纂
したカリキュラムスタンダードについては、本研究において特に重要な資料と位置づけ、研究
協力者 2名を加えた研究会を 2カ年にわたり開催し、その読み込みと邦訳作業を行った。並行
して②国内外のアートマネジメント教育に関する文献調査を行い、国内については、その歴史
的変遷を論文にまとめた。 
①・②の結果を踏まえ、最終年度には③国内外の研究者を迎えてアートマネジメント教育フォ
ーラムを開催し、国際的動向及び国内の現状について議論する場を設けた。また、④上記研究
協力者のほか、アジアやヨーロッパの国際組織の最新動向について、事情に詳しい研究者を招
き研究会を開催することによってこれまでの調査を補完した。なお、アジアの動向については
シンガポールのアートマネジメント教育関係者にヒアリングをするため、シンガポールへの渡
航を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、やむを得ず渡航を中止した。 
以上の調査活動により、アートマネジメント教育の国際的な動向を分析するとともに、日本のア
ートマネジメント教育の課題と今後の可能性について検討した。 
	
 
４．研究成果	
 
本研究における重要な研究成果として、下記の 2つの業績を挙げることができる。	
 
（１）報告書「AAAE のカリキュラムスタンダード」の発行（2019 年）	
 
アートマネジメント教育に係る国際的な組織のうち、1970 年代に設立され最も長い歴史を持つ
団体が AAAE である。また、同種の国際的な組織の中で唯一 AAAE のみが、会員の大学等高等教
育機関に向けてカリキュラムスタンダードを編纂している。このカリキュラムスタンダードの
内容を分析するため、2017 年度から研究代表者、研究分担者、研究協力者で研究会を開催し、
資料の読み込みを進めていたところ、AAAE が新たに大学学部プログラム向けカリキュラムスタ
ンダード（2018 年 3 月改訂版）を公表した。これを受けて 2018 年度も研究会を継続開催し、
最新の学部プログラム向けカリキュラムスタンダード（2018 年 3 月改訂版）を日本で初めて翻
訳し、国内関連学会で共同発表するとともに、成果物として「AAAE のカリキュラムスタンダー
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ド	
 Standards	
 for	
 Arts	
 Administration	
 Undergraduate	
 Curricula,	
 Version:	
 March	
 2018」
と題した報告書を発行した（2019 年 3 月）。当該報告書は国内のアートマネジメント教育関係
者等のみならず、2019 年度に参加した AAAE の年次総会において AAAE の会長ほか関係者にも配
付し、国内外で研究成果を共有した。	
 
（２）アートマネジメント教育フォーラムの開催（2019 年）	
 
米国から AAAE の役員経験もある気鋭の若手研究者を招聘し「アートマネジメント教育の国際
的動向-AAAEの活動とカリキュラムスタンダードを中心に-」(The	
 International	
 Trend	
 of	
 Arts	
 
Management	
 Education	
 -	
 The	
 Activities	
 of	
 AAAE	
 and	
 its	
 Curriculum	
 Standards	
 -	
 )と題し
たフォーラム(昭和音楽大学、2019 年 9 月)を開催した。本フォーラムには研究代表者、分担者
を含む日本の 4名の研究者も登壇し、アートマネジメントの元教員、現職の教員、学生、卒業
生、及び実務者まで幅広い参加者を得て、AAAEの活動等を紹介しつつ国内の現状についても議
論することができた。	
 
以上の成果として、これまで国内の先行研究において不足していたアートマネジメント教育の
国際的な動向に関する重要なエビデンスを提示し、日本におけるアートマネジメント人材の育
成方策に関する課題、すなわち教育プログラム及び教育者の支援と啓発の観点からさらなるサ
ポートが必要であることを提起することができた。また、研究活動の一環として AAAE や ENCATC
の年次総会等に参加したことにより、両者を中心に国際組織のネットワーク化が進んでおり、
アートマネジメント教育の分野においても北米、欧州、アジアの各地域をまたぐ組織間ネット
ワークが拡大傾向にあることを把握することができた。	
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